
令和２年度 セミナー 教科リフレクションシート 

 

実施日 教科 名前 単元・題材名 

６月１７日（水） 体育科  保健「体の発育・発達」 

目指す子供の姿 

本時では，シルエットクイズの場面において「どちらがどちらのシルエットなのか」想像を基に考え，それらを伝え合いながら，

年齢とともに成長していくこと，それらには特徴があるということに気付いていく姿，思春期に起こりえる体の変化について悩むこ

とないよう他者の意見を聞き，一人一人の違いを受け入れながら自分にできることと関連付けていく姿を通して，思春期には体つき

に変化が起こり，個人差や男女の特徴が表れることを知り，それを使っていく力を身に付けていく。 
手立て 

①「何を学ぶか」の明確化～課題への必要感を生む問題場面への出合わせ方（手立て②ア） 

本時では， シルエットクイズを提示する際，幼児期では全員が「わかりにくい」という立場となるように

し，思春期では「わかるかもしれない」という立場を引き出しながら，「なぜ，わかるのか」と問うこと

で，『大人に近づくと体にどんな変化が起こるのか』について問題意識をもてるようにしていく。 

 

②「何を学ぶか」の明確化～課題を焦点化し，課題解決に繋がる発問（手立て②イ） 

本時では，思春期に大人への体の変化が起こることを学び，個人差はあっても悩む人がいる事実に触れた

上で「わきから毛が生えてきて気になっているようです。このあなた（シルエット）に自分は，どんな言

葉を掛けてあげますか？」と問い，自分自身がシルエットに語り掛けられるようにする。 

 

③「何を学んだのか」を実感できる振り返りの可視化～②の課題に即した自己評価・他者評価 

 本時では，②と同様の問いを，次は立場を変えて考えることを通して，学んだことと繋がる自分なりの

解釈ができるようにする。また，他者の考えに触れることにより，自分なりの解釈が広がるようにしてい

く（学習カードの活用）。 

 

１． 研究協議を経た成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女の違いに目が
向けられるのは，
もう少し大人に近
づいた段階で見え
てくるものという
気付きを子供たち
同士の Ls・Fsの
発揮の中で引き出
すことができた。 

・シルエットクイズ
を通して，小さい
頃には変化がわか
らないという立場
を出させること
で，「大人に近づ
くに連れて，変化
が起きるだろう」
という課題意識に
繋がる場面となっ
た。 

子供の姿・反応 教師の姿・関わり 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

・「言いにくいこと
をはっきり言って
くれたから，わか
るポイントもあ
る」「下ネタとい
うことではない。
この話はシルエッ
トだけではわから
ないってこともあ
る」という教師の
指導と評価をする
ことで，この２名
が Lsの発揮に繋が
る場面となり得
た。 

・しかし，その後，
子供同士を繋ぐこ
とができず，Ls・
Fsの発揮が見られ
なかった。 

 

 
・「成長しているん
だね」の言葉は，
ねらいに迫る言葉
ではあるが，どこ
か他人事のような
薄い反応であっ
た。悩みについて
考える際，もし自
分がその人になっ
たら，友達がその
人だったらなどの
場面設定を明確に
する必要があっ
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



２．授業者および教科担当者からの本時の考察と評価改善の見通し 

●今後の教科提案改善と授業改善の見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．  

３．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○シルエットクイズを通して，男女の違いは「体の大きさ」「髪の毛の長さ」「服装」「格好・
仕草」などから判断できるという意見やそうではないという意見が出され，Ls・Fsの発揮によ
って，それらは，成長と共にわかってくるであろうという課題意識まで繋がる展開を構想でき
た。 

●一方で，シルエットクイズでは，「体への着目」が薄くなってしまい，本時のねらいにある
「体の発育・発達」へ繋がらない要素が多く出てきたことは課題であった。シルエットのみで
はなく，実際の写真や正面から見たシルエットなど，ねらいに迫る提示の工夫が必要であっ
た。 

 

○「言っていいのかわからないけど，Aの方がおっぱいが大きくて・・・」の発言や「少し下ネ
タになってしまうかもしれないけど・・・」という発言が出されたこと，それらを評価するこ
とができた。その考えを Lsに生かすこともできる場面が生まれていた。 

●一方で，Lsとして発揮するために，教師が他の児童へ問い返すなどの関わりが薄くなり，その
子の発言が異質なものとして扱われる状況になってしまった。「言いにくいことも言ってくれ
たことではっきりわかるポイントが増えたわけだけど，考えを繋げられる人はいるかな」な
ど，気付きを広げていく関わりが必要であった。 

 

○ケーススタディで用いた「わきから毛が生えてくる」というものは，男女問わず，みんながな
り得るものであったため，一人一人が考えるきっかけとなるものだった。また，男女の違いが
あることのみならず，前時に学んだ個人差があることについても関連付けることができるケー
スだと考える。 

●しかしながら，存在しない空想の人を思い浮かべることで，「大丈夫だよ」「成長しているっ
てことだね」など，軽い雰囲気の発言となって表出され，出てきた言葉をそのまま使えばよい
という姿になってしまった。悩みを解決していく姿に繋げるためには，「自分がその人だった
ら」等，立場を置き換えたり，「周りにはそういう人がいないのに」等，状況をある程度設定
したりする問いを促すことで，自分事として考え始める子供の姿が生み出せたのではないかと
考える。 

 

目指す子供の姿のねらいとなっている「思春期には体つきに変化が起こり，個人差や男女の特
徴が表れることを知り」はできたとしても，「それを使っていく力」というねらいには迫れず，
深い学びとはならなかった。使っていくためには，「自分で（友達と共に）男女の特徴に気付く
こと」「自分事になること」そして，前時までの学び「個人差があること」を出し合える展開に
していく必要があった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂｅｆｏｒｅ 
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